
本校の研究の概要および公開授業内容

R06.10.18 中学校教育研究会 研究発表

長野県教育委員会  「学びの改革パイオニア校」～「探究」推進のための研究～  指定校（２年次）
文   部   科   学   省  「教育課程特例校」指定校（１年次）



目指す生徒像
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目指す生徒の姿 豊かな社会を切り拓こうとする自立した学習者

研究紀要   P.６～9

本校職員が考える目指す生徒の姿の捉え



あさひのラーニングの姿 あさひのプロジェクトの姿各教科等の授業の姿

目指す生徒像
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目指す生徒の姿 豊かな社会を切り拓こうとする自立した学習者

明るい展望が見えづらいこれからの社会をよりよくしていこうと
今の自分にできることに取り組んでいる生徒

研究紀要   P.6～９



全校研究テーマ
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目指す生徒の姿 豊かな社会を切り拓こうとする自立した学習者

【新たな価値を創造できる資質・能力】
「各教科等で育成を目指す資質・能力」を土台とした汎用的スキル
ア 問題発見・解決能力

（各教科等の「見方・考え方」を自在に働かせ、本質的な問いを見いだすこと）

イ 批判的思考力
（多面的・多角的に考察し、よりよい解決方法を見いだすこと）

ウ 自分のよさや可能性を認識し、その力をさらに伸ばしたり、
社会に生かそうとしたりする力

    （自己の生き方を尊重できること、他者を尊重し多様な他者と協働できること、
社会貢献したり持続可能な社会を創造しようとしたりすること）

全校研究
テーマ

「キャリア×STEAM」の学習による
新たな価値を創造できる資質・能力の育成

キャリア教育とSTEAM教育を軸にした新たな学び「キャリア×STEAM」

研究紀要   P.16～17

「キャリア×STEAM」という新しい学びが必要！

キャリア教育 STEAM教育

研究紀要   P.10～15 研究紀要   P.24～27



Ⅲ：プッシュ・アプローチ

あさひのプロジェクト【総合的な学習の時間】

地域や実社会と関わる社会参画型の探究的な学習

Ⅱ：プル・アプローチ
＜新設教科＞

あさひのラーニング【学際的な学習の時間】

実生活・実社会での問題発見・解決に生かしていく教科横断的な学習

Ⅰ：教科・アプローチ

各教科等の授業
学習指導要領の具現を目指した学習

教科横断
の度合い

高

低

三つのアプローチ
5研究紀要   P.18～19

研究紀要   P.28～29

研究紀要   P.22～23
   P.30～33

研究紀要   P.34～37



探究的な学習の捉え
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探究は、いわゆる
「身近で切実な問
題」を契機に開始
され、探究者本人
の実感の伴う納得
によって終結する

（下線：本校）

※白井俊『探究モードへの挑戦―高度化・自律化をめざすSDGs時代の人づくり―』（2022）より

※奈須正裕『子供のための授業づくり』（内外教育 令和６年３月号）より

探究的な学習とな
る「問い」を立て
ることは重要かつ
難しいことである

研究紀要   P.20～21



探究的な学習の捉え
7

※白井俊『探究モードへの挑戦―高度化・自律化をめざすSDGs時代の人づくり―』（2022）より

本来、探究は、総合的な学習の時間の授業だけでなく、教科の授業にも当てはまるはず

レベル１～４の探究が位置付いている学習が探究的な学習である

「探究の方法論」が身につけば、教科の授業でも総合的な学習の時間の授業
でも探究的な学習になり得る

研究紀要   P.20～21

研究紀要   P.21



自己の生き方を考える
中学校  →  高等学校  →  将来

探究の問いを
立てること

アイディアを
発想すること

教科横断的に
考えること

これからの社会
に触れること

これからの社会
と関わること

これからの社会
を生きること

あさひのラーニング あさひのプロジェクト

学びの系統性
8
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